
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 中国財務局長

【提出日】 平成23年12月13日

【四半期会計期間】 第17期第２四半期(自　平成23年８月１日　至　平成23年10月31

日)

【会社名】 株式会社アスカネット

【英訳名】 Asukanet Company,Limited

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長兼ＣＥＯ　福田　幸雄

【本店の所在の場所】 広島県広島市安佐南区祇園３丁目28番14号

【電話番号】 082-850-1200（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役ＣＦＯ　功野　顕也

【最寄りの連絡場所】 広島県広島市安佐南区祇園３丁目28番14号

【電話番号】 082-850-1200（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役ＣＦＯ　功野　顕也

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 （東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社アスカネット(E05483)

四半期報告書

 1/20



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第16期
第２四半期
累計期間

第17期
第２四半期
累計期間

第16期

会計期間

自　平成22年
　　５月１日
至　平成22年
　　10月31日

自　平成23年
　　５月１日
至　平成23年
　　10月31日

自　平成22年
　　５月１日
至　平成23年
　　４月30日

売上高 (千円) 2,095,0632,124,8404,497,319

経常利益 (千円) 297,865 318,023 732,463

四半期(当期)純利益 (千円) 172,279 178,020 411,965

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 490,300 490,300 490,300

発行済株式総数 (株) 43,660 43,660 43,660

純資産額 (千円) 2,460,4262,792,1712,693,755

総資産額 (千円) 3,153,8313,408,1993,401,584

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 4,034.434,252.169,737.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 1,900

自己資本比率 (％) 77.7 81.6 78.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 235,110 285,994 642,393

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △70,300 △61,962△209,305

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △154,310△113,533△201,982

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 923,8321,254,9371,144,449
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回次
第16期
第２四半期
会計期間

第17期
第２四半期
会計期間

会計期間

自　平成22年
　　８月１日
至　平成22年
　　10月31日

自　平成23年
　　８月１日
至　平成23年
　　10月31日

１株当たり四半期純利
益金額

(円) 1,651.861,974.67

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社には関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、一部では持ち直しの動きが見られるものの、東日本大震

災の影響による企業活動の停滞や個人消費の低迷などにより、依然として先行き不透明な状況が継続し

ています。さらに、ユーロ圏の財政不安やアメリカ経済の不振に伴い円高が進行し、輸出型企業を中心に

大きな打撃を受けております。

　当社を取り巻く環境につきましては、震災による自粛ムードや消費の冷え込みにより、婚礼市場や一般

消費者市場を中心に厳しい状況ではありますが、首都圏を中心に一時の低迷からは回復している兆しも

見えます。

　このような状況の下、当社はフューネラル（葬祭）市場に対する遺影写真等画像映像のデジタル加工、

通信出力を主体としたメモリアルデザインサービス事業と、デジタル写真とオンデマンド印刷の融合を

目指し、一般消費者からプロフェッショナル写真家までをターゲットに個人向け写真集の作成、販売を主

体としたパーソナルパブリッシング事業に加え、空中結像技術による新しい映像画像表現にチャレンジ

するエアリアルイメージング事業を展開いたしました。８月にはコーポレートロゴを一新いたしました。

　当第２四半期累計期間の売上高は2,124,840千円（前年同四半期比101.4％）、営業利益は320,572千円

（前年同四半期比107.8％）、経常利益は318,023千円（前年同四半期比106.8％）、四半期純利益は

178,020千円（前年同四半期比103.3％）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（メモリアルデザインサービス事業）

　メモリアルデザインサービス事業におきましては、引き続き画像処理の高い技術力や充実した自社サ

ポート体制を強調した顧客開拓を進め、新規顧客を獲得するとともに、動画を用いた葬儀演出ツールや、

キャンペーン施策によるハード機器の販売に重点的に取り組んでまいりました。その結果、全般的に順調

に推移し、当第２四半期累計期間の売上高は989,405千円（前年同四半期比108.3％）、セグメント利益は

313,888千円（前年同四半期比103.1％）となりました。
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（パーソナルパブリッシングサービス事業）

パーソナルパブリッシングサービス事業におきましては、自社営業による新規顧客開拓、セミナー等に

よる顧客掘り起こし、インターネットを中心とした宣伝施策の実施により、業務拡大を図ってまいりまし

た。また、一般消費者向けサービスであるオートアルバムを全面的にリニューアルしました。厳しい経済

環境のもと、特に海外市場は円高の進行もあり苦戦しましたが、国内業務向け市場、国内一般消費者市場

は、東日本大震災後の自粛ムードは徐々に緩和され、前年同四半期に比べ減少したものの、想定は上回る

ことができました。利益面につきましては、売上高の増加に加え、材料価格の低下や減価償却費の減少に

より粗利益率が向上した一方、販売費及び一般管理費において、海外市場向け販売手数料、広告宣伝費が

減少いたしました。その結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,135,434千円（前年同四半期比

96.1％）、セグメント利益は204,707千円（前年同四半期比134.6％）となりました。

　
（エアリアルイメージング事業）

　エアリアルイメージング事業におきましては、マーケティング面においては、９月、10月にコンベンショ

ンに出展し、そのフォローに注力しました。また、空中結像技術のさらなる研究、試作生産や量産化の検討

を進めてまいりました。その結果、当第２四半期累計期間の売上の計上はなく、セグメント損失は33,769

千円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ6,614千円増加し、3,408,199千円となり

ました。これは主に、受取手形及び売掛金が20,547千円、たな卸資産が26,533千円、有形固定資産が42,031

千円減少した一方で、現金及び預金が110,488千円増加したことによるものであります。

　当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ91,801千円減少し、616,028千円となりま

した。これは主に、未払法人税等が46,030千円、長期借入金が34,500千円減少したことによるものであり

ます。

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ98,415千円増加し、2,792,171千円と

なりました。これは主に、剰余金の配当として79,545千円計上した一方で、四半期純利益を178,020千円計

上したことによるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、順調な利益の計上に

より営業活動からの資金獲得が進んだため、前事業年末に比べ110,488千円増加し、1,254,937千円となり

ました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において営業活動の結果獲得した資金は、285,994千円（前年同四半期は

235,110千円の獲得）となりました。これは主に、法人税等の支払額172,507千円を計上した一方で、税引

前四半期純利益304,911千円、減価償却費104,758千円を計上したことによるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、61,962千円（前年同四半期は70,300

千円の使用）となりました。これは主に、有形固定資産の取得30,475千円、無形固定資産の取得32,199千

円によるものであります。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、113,533千円（前年同四半期は

154,310千円の使用）となりました。長期借入金の返済34,500千円、配当金の支払79,033千円によるもの

であります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は39,139千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 168,000

計 168,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年12月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 43,660 43,660
東京証券取引所
マザーズ

当社は単元株制度を採用して
おりません。

計 43,660 43,660 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年８月１日～
平成23年10月31日

― 43,660 ― 490,300 ― 606,585
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(6) 【大株主の状況】

平成23年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

福田　幸雄 広島県広島市西区 14,090 32.27

アスカネット従業員持株会 広島県広島市安佐南区祇園３丁目28－14 2,310 5.29

株式会社アスカネット
広島県広島市安佐南区祇園３丁目28番14
号

1,794 4.11

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 956 2.19

株式会社広島銀行 
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

広島県広島市中区紙屋町１丁目３－８ 
（東京都中央区晴海１丁目８－12晴海ア
イランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟）

950 2.18

木原　伸二 広島県広島市南区 810 1.86

ゲインウエル　セキュリティー
ズ　アカウント　クライアント
（常任代理人　株式会社三井住
友銀行）

U2302-3,23F,BK OF EAST ASIA HARBOUR 
VIEW CENTRE,56GLOUCESTER RD,WANCHAI 
（東京都千代田区大手町１丁目２番３
号）

767 1.76

功野　顕也 広島県広島市中区 744 1.70

福田　俊也 大阪府茨木市 480 1.10

松尾　雄司 広島県世羅郡 430 0.98

計 ― 23,331 53.44

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,794
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

41,866
41,866 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 43,660 ― ―

総株主の議決権 ― 41,866 ―
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② 【自己株式等】

平成23年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アスカネット

広島県広島市安佐南区祇
園３丁目28番14号

1,794 ― 1,794 4.11

計 ― 1,794 ― 1,794 4.11

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成23年８月１日から

平成23年10月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年５月１日から平成23年10月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期会計期間
(平成23年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,144,449 1,254,937

受取手形及び売掛金 523,599 503,052

商品及び製品 92,935 64,956

仕掛品 8,892 11,339

原材料 45,754 44,754

その他 89,857 90,839

貸倒引当金 △7,532 △7,770

流動資産合計 1,897,957 1,962,109

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 483,393 477,636

土地 370,758 370,758

その他（純額） 203,910 167,636

有形固定資産合計 1,058,062 1,016,031

無形固定資産 255,658 241,086

投資その他の資産 189,905 188,972

固定資産合計 1,503,627 1,446,090

資産合計 3,401,584 3,408,199

負債の部

流動負債

買掛金 77,129 81,370

未払法人税等 178,000 131,970

賞与引当金 110,300 110,000

その他 251,887 237,456

流動負債合計 617,316 560,796

固定負債

長期借入金 77,723 43,223

退職給付引当金 12,789 12,008

固定負債合計 90,512 55,231

負債合計 707,829 616,028

純資産の部

株主資本

資本金 490,300 490,300

資本剰余金 606,585 606,585

利益剰余金 1,709,764 1,808,240

自己株式 △122,549 △122,549

株主資本合計 2,684,100 2,782,575

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,131 △1,191

評価・換算差額等合計 △1,131 △1,191

新株予約権 10,787 10,787

純資産合計 2,693,755 2,792,171

負債純資産合計 3,401,584 3,408,199
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

売上高 2,095,063 2,124,840

売上原価 1,038,172 1,011,566

売上総利益 1,056,891 1,113,274

販売費及び一般管理費 ※
 759,537

※
 792,701

営業利益 297,353 320,572

営業外収益

受取利息 217 169

受取配当金 278 250

受取手数料 516 284

未払配当金除斥益 258 402

助成金収入 7,114 －

その他 219 142

営業外収益合計 8,604 1,248

営業外費用

支払利息 1,658 1,035

為替差損 6,218 2,735

その他 215 27

営業外費用合計 8,092 3,797

経常利益 297,865 318,023

特別損失

固定資産売却損 － 499

固定資産除却損 2,880 12,612

特別損失合計 2,880 13,112

税引前四半期純利益 294,985 304,911

法人税等 122,705 126,890

四半期純利益 172,279 178,020
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 294,985 304,911

減価償却費 131,839 104,758

貸倒引当金の増減額（△は減少） 735 236

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,600 △300

退職給付引当金の増減額（△は減少） 399 △781

受取利息及び受取配当金 △495 △419

支払利息 1,658 1,035

為替差損益（△は益） 12 10

固定資産売却損益（△は益） － 499

固定資産除却損 2,880 12,612

売上債権の増減額（△は増加） 27,360 20,547

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,748 26,533

仕入債務の増減額（△は減少） △9,626 4,240

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,716 △5,520

その他 △27,995 △9,284

小計 397,690 459,080

利息及び配当金の受取額 466 418

利息の支払額 △1,590 △997

法人税等の支払額 △161,455 △172,507

営業活動によるキャッシュ・フロー 235,110 285,994

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,521 △30,475

無形固定資産の取得による支出 △34,495 △32,199

有形固定資産の売却による収入 － 250

貸付金の回収による収入 150 150

その他 △1,434 312

投資活動によるキャッシュ・フロー △70,300 △61,962

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △39,498 △34,500

配当金の支払額 △74,570 △79,033

自己株式の取得による支出 △40,242 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △154,310 △113,533

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,486 110,488

現金及び現金同等物の期首残高 913,346 1,144,449

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 923,832

※
 1,254,937
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期累計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年10月31日)

税金費用の計算

当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

　

当第２四半期累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

前第２四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年10月31日)

　

給与手当 179,137千円

賞与引当金繰入額 40,506

　

給与手当 184,861千円

賞与引当金繰入額 44,479

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

前第２四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年10月31日)

　
　

現金及び預金 923,832千円　 現金及び預金 1,254,937千円
　

現金及び現金同等物 923,832千円　 現金及び現金同等物 1,254,937千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自　平成22年５月１日　至　平成22年10月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月23日
定時株主総会

普通株式 74,868 1,750平成22年４月30日 平成22年７月26日 利益剰余金

　

２　基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自　平成23年５月１日　至　平成23年10月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年７月22日
定時株主総会

普通株式 79,545 1,900平成23年４月30日 平成23年７月25日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間(自　平成22年５月１日　至　平成22年10月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

メモリアル
デザイン
サービス事業

パーソナル
パブリッシング
サービス事業

計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 913,3701,181,6932,095,063 ― 2,095,063

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 913,3701,181,6932,095,063 ― 2,095,063

セグメント利益 304,442 152,063 456,506△159,152 297,353

(注) １  セグメント利益の調整額△159,152千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

当第２四半期累計期間(自　平成23年５月１日　至　平成23年10月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

メモリアル
デザイン
サービス事業

パーソナル
パブリッシン
グサービス事

業

エアリアルイ
メージング事

業
計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 989,4051,135,434 ― 2,124,840 ― 2,124,840

　セグメント間の内部売上
  高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 989,4051,135,434 ― 2,124,840 ― 2,124,840

セグメント利益又は損失
（△）

313,888204,707△33,769484,826△164,253320,572

(注) １  セグメント利益の調整額△164,253千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

３　エアリアルイメージング事業は、平成23年３月から開始した事業であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

　

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年10月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 4,034.43 4,252.16

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 172,279 178,020

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 172,279 178,020

普通株式の期中平均株式数(株) 42,702 41,866

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年12月12日

株式会社アスカネット

取締役会　御中

　

有限責任監査法人　トーマツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　世　　良　　敏　　昭　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　宮　　本　　芳　　樹　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アスカネットの平成23年５月１日から平成24年４月30日までの第17期事業年度の第２四半期会計期間

(平成23年８月１日から平成23年10月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年５月１日から平成23年10

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期

財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アスカネットの平成23年10月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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